
住住住住

みみみみ

よ

い

よ

い

よ

い

よ

い

町町町町

づ

く

り

に

づ

く

り

に

づ

く

り

に

づ

く

り

に

向向向向

け

て

け

て

け

て

け

て
遠

藤

遠

藤

遠

藤

遠

藤

正

久

正

久

正

久

正

久

こ

ん

に

ち

は

。

今

回

、

子

母

口

北

町

会

を

紹

介

し

ま

す

。

南

武

線

武

蔵

新

城

駅

よ

り

西

南

に

徒

歩

約

三

〇

分

位

の

所

で

、

た

ち

ば

な

の

遊

歩

道

で

も

お

馴

染

み

の

橘

樹

神

社

や

子

母

口

貝

塚

が

あ

る

町

会

で

す

。

又

、

江

川

せ

せ

ら

ぎ

遊

歩

道

に

接

す

る

（

厳

川

橋

～

中

之

橋

間

）

約

七

五

〇

メ

ー

ト

ル

の

清

掃

活

動

に

力

を

入

れ

て

い

ま

す

。

町

会

の

世

帯

会

員

数

は

一

七

五

〇

世

帯

で

大

所

帯

な

町

会

で

す

。歴

史

あ

る

町

会

に

こ

の

度

、

二

十

二

年

間

の

長

き

に

わ

た

り

ご

尽

力

さ

れ

た

森

正

前

町

会

長

に

代

わ

り

平

成

二

十

五

年

度

よ

り

新

町

会

長

と

し

て

運

営

と

組

織

作

り

の

活

躍

が

期

待

さ

れ

る

遠

藤

勝

太

郎

氏

が

総

会

で

承

認

さ

れ

ま

し

た

。

遠

藤

氏

は

町

会

理

事

と

し

て

十

二

期

二

十

四

年

間

の

実

績

を

掲

げ

て

の

手

腕

が

楽

し

み

で

す

。

そ

こ

で

直

談

し

お

話

を

伺

い

ま

し

た

。

「

日

頃

は

町

会

の

諸

行

事

に

ご

協

力

を

賜

り

、

誠

に

有

難

う

ご

ざ

い

ま

す

。

町

会

長

の

大

役

を

引

き

受

け

る

こ

と

に

な

り

、

そ

の

重

大

さ

に

身

の

引

き

締

ま

る

思

い

で

す

。

大

変

微

力

で

す

が

誠

心

誠

意

努

め

て

参

ま

す

の

で

、

何

卒

ご

指

導

ご

鞭

撻

の

程

、

宜

し

く

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

」

町

会

の

主

な

各

担

当

部

長

に

活

動

の

一

端

を

！

地

域

の

絆

を

大

切

に

と

文

化

部

長

、

水

守

昭

雄

氏

。

日

頃

の

防

犯

防

火

は

町

ぐ

み

る

で

防

災

訓

練

に

参

加

を

呼

び

か

け

る

防

犯

防

火

部

長

、

吉

野

豊

氏

。

新

し

い

会

長

の

下

で

美

化

部

長

、

五

十

嵐

勲

氏

。

交

通

ル

ー

ル

を

守

り

安

全

な

町

を

交

通

部

長

、

成

田

光

夫

氏

。

体

力

向

上

と

橘

地

区

連

合

親

子

運

動

会

総

合

優

勝

の

連

覇

を

ス

ポ

ー

ツ

部

長

、

木

佐

貫

一

年

氏

。

「

第

５

回

せ

せ

ら

ぎ

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

」

が

、

６

月

16

日

（

日

）

せ

せ

ら

ぎ

老

人

ホ

ー

ム

で

開

か

れ

ま

し

た

。

パ

ネ

ラ

ー

に

は

川

崎

市

の

下

水

道

局

山

岸

和

則

課

長

、

建

設

緑

政

局

古

屋

栄

課

長

と

、

Ｅ

Ｍ

普

及

活

動

研

究

会

吉

田

賢

治

代

表

、

森

と

せ

せ

ら

ぎ

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

田

辺

勝

義

事

務

局

長

が

並

び

、

コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

タ

ー

松

本

浩

次

郎

で

開

か

れ

ま

し

た

。

代

表

・

平

井

資

嘉

寿

の

挨

拶

に

続

き

、

前

出

の

二

課

長

か

ら

第

４

回

シ

ン

ポ

で

話

し

合

わ

れ

た

問

題

点

「

夜

間

照

明

、

老

朽

遊

具

、

腐

っ

た

水

路

柵

、

放

置

自

転

車

」

の

改

善

が

説

明

さ

れ

、

「

ミ

ラ

ー

設

置

な

ど

交

通

安

全

」

も

実

施

さ

れ

た

こ

と

が

報

告

さ

れ

ま

し

た

。

つ

い

で

吉

田

代

表

か

ら

「

川

崎

市

の

藻

対

策

」

で

は

“

完

治

し

な

い

”

の

で

、

「

Ｅ

Ｍ

液

の

採

用

を

」

と

迫

り

、

田

辺

事

務

局

長

か

ら

は

「

せ

せ

ら

ぎ

開

設

の

原

点

に

返

っ

た

抜

本

対

策

を

」

と

の

指

摘

が

あ

り

、

問

題

点

が

二

つ

に

絞

ら

れ

て

き

た

こ

と

が

確

認

さ

れ

ま

し

た

。

「

水

際

柵

の

腐

食

と

、

そ

れ

も

原

因

し

て

い

る

『

土

の

目

減

り

』

（

場

所

に

よ

っ

て

は

15

ｃ

ｍ

も

）

が

、

明

津

町

会

ボ

ラ

ン

テ

ア

部

（

管

理

運

営

協

議

会

）

の

出

席

者

か

ら

指

摘

さ

れ

、

『

目

減

り

』

が

広

い

範

囲

で

起

こ

っ

第第第第

５５５５

回回回回

せ

せ

ら

ぎ

せ

せ

ら

ぎ

せ

せ

ら

ぎ

せ

せ

ら

ぎ

・・・・

シ

ン

ポ

シ

ン

ポ

シ

ン

ポ

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

ジ

ウ

ム

ジ

ウ

ム

ジ

ウ

ム

せ

せ

ら

ぎ

の

せ

せ

ら

ぎ

の

せ

せ

ら

ぎ

の

せ

せ

ら

ぎ

の

問

題

点

問

題

点

問

題

点

問

題

点

がががが

見見見見

え

て

え

て

え

て

え

て

き

た

き

た

き

た

き

た

せ

せ

ら

ぎ

せ

せ

ら

ぎ

せ

せ

ら

ぎ

せ

せ

ら

ぎ

ネ

ッ

ト

ネ

ッ

ト

ネ

ッ

ト

ネ

ッ

ト

副

代

表

副

代

表

副

代

表

副

代

表

松

本

浩

次

郎

松

本

浩

次

郎

松

本

浩

次

郎

松

本

浩

次

郎

て

い

る

の

で

、

可

能

な

場

所

か

ら

『

回

復

土

盛

り

を

し

て

欲

し

い

』

と

の

提

案

に

、

大

勢

の

参

加

者

か

ら

賛

同

の

声

が

上

が

り

、

古

屋

課

長

か

ら

「

高

津

区

連

絡

協

議

会

」

で

申

し

出

れ

ば

、

具

体

的

に

対

応

す

る

。

と

の

前

向

き

な

回

答

を

得

ま

し

た

。

下

水

道

局

・

前

任

課

長

の

「

川

崎

市

の

藻

対

策

」

は

“

費

用

対

効

果

”

が

低

く

、

参

会

者

か

ら

も

「

藻

対

策

に

な

っ

て

い

な

い

」

と

の

指

摘

が

上

が

り

、

藻

の

抜

本

対

策

は

Ｅ

Ｍ

液

で

と

吉

田

代

表

が

執

拗

に

粘

り

ま

し

た

が

、

『

Ｅ

Ｍ

液

の

実

証

実

験

を

』

と

山

岸

課

長

の

姿

勢

は

変

わ

り

ま

せ

ん

で

し

た

。

し

か

し

、

せ

せ

ら

ぎ

ネ

ッ

ト

が

計

画

中

の

『

実

証

実

験

①

せ

せ

ら

ぎ

で

の

モ

デ

ル

実

験

、

②

井

田

山

の

水

質

浄

化

実

験

』

を

出

来

る

だ

け

早

く

行

い

、

『

③

せ

せ

ら

ぎ

脇

水

路

の

実

験

』

に

つ

な

げ

て

ゆ

く

と

い

う

道

筋

の

見

え

て

き

た

実

り

の

多

い

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

で

は

な

か

っ

た

で

し

ょ

う

か

。

毎

年

恒

例

と

な

っ

た

せ

せ

ら

ぎ

灯

籠

流

し

の

オ

ー

プ

ニ

ン

グ

は

、

ひ

ょ

っ

こ

り

瓢

箪

島

で

お

馴

染

み

の

ひ

と

み

座

の

乙

女

文

楽

で

始

ま

り

ま

す

。

人

形

浄

瑠

璃

文

楽

か

ら

生

ま

れ

、

よ

り

親

し

み

や

す

く

工

夫

を

こ

ら

し

た

伝

統

人

形

芝

居

で

す

。

文

楽

は

一

体

の

人

形

を

三

人

が

か

り

で

遣

う

『

三

人

遣

い

』

と

い

う

ス

タ

イ

ル

で

、

そ

の

た

め

細

か

い

し

ぐ

さ

や

深

い

感

情

表

現

が

可

能

と

な

り

、

歌

舞

伎

と

人

気

を

争

い

合

う

ほ

ど

に

発

展

し

た

の

で

す

。

こ

れ

に

対

し

て

『

乙

女

文

楽

』

は

、

こ

の

文

楽

の

豊

か

な

表

現

力

を

、

た

っ

た

一

人

の

使

い

手

に

よ

っ

て

可

能

に

し

た

『

一

人

遣

い

』

の

形

式

で

す

。

人

形

の

外

形

は

そ

の

ま

ま

に

構

造

と

使

い

方

が

工

夫

さ

れ

て

い

ま

す

。

文

楽

の

人

形

使

い

五

世

桐

竹

門

造

た

ち

が

、

昭

和

の

初

期

に

大

阪

で

始

め

隆

盛

を

極

め

た

と

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

今

で

は

な

か

な

か

見

る

事

が

出

来

な

い

と

思

い

ま

す

。

ぜ

ひ

ご

覧

く

だ

さ

い

。

灯

籠

流

し

は

、

ご

先

祖

の

魂

を

と

む

ら

っ

て

、

灯

籠

に

お

盆

の

お

供

え

物

等

を

乗

せ

て

海

や

川

に

流

す

、

日

本

古

来

の

行

事

で

、

一

般

的

に

は

お

盆

の

行

事

の

送

り

火

の

一

種

。

今

で

は

、

川

な

ど

を

汚

す

の

で

お

供

え

物

は

流

せ

な

い

の

で

す

が

、

私

達

が

日

々

元

気

で

過

ご

し

て

居

ら

れ

る

事

を

ご

先

祖

に

感

謝

致

し

、

こ

れ

か

ら

も

毎

日

笑

顔

で

過

ご

せ

る

こ

と

を

願

い

、

灯

籠

を

流

し

ま

し

ょ

う

。

二

年

前

の

猛

暑

の

日

、

せ

せ

ら

ぎ

の

東

屋

で

灯

籠

キ

ッ

ト

を

売

っ

て

い

た

私

の

背

後

か

ら

、

「

お

ば

ち

ゃ

ん

こ

れ

い

く

ら

で

す

か

」

と

少

年

の

声

。

「

三

百

円

だ

よ

」

と

答

え

る

と

、

ポ

ケ

ッ

ト

か

ら

コ

イ

ン

を

3

枚

出

し

て

、

は

い

こ

れ

と

渡

さ

れ

た

。

「

僕

は

何

年

生

」

と

聞

く

と

「

2

年

生

だ

よ

。

僕

ね

、

仮

面

ラ

イ

ダ

ー

に

な

っ

て

地

球

の

平

和

を

守

る

ん

だ

」

と

言

っ

て

、

渡

さ

れ

た

灯

籠

の

キ

ッ

ト

を

大

切

そ

う

に

小

脇

に

抱

え

て

足

早

に

去

っ

て

い

っ

た

頼

も

し

い

２

年

生

。今

年

も

ま

た

、

地

球

の

平

和

を

ね

が

い

灯

籠

を

流

し

ま

す

。

＊

一

般

で

は

灯

籠

で

す

が

、

せ

せ

ら

ぎ

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

で

は

「

灯

ろ

う

流

し

」

と

し

て

い

ま

す

。

森森森森

と

せ

せ

ら

ぎ

と

せ

せ

ら

ぎ

と

せ

せ

ら

ぎ

と

せ

せ

ら

ぎ

ネ

ッ

ト

ネ

ッ

ト

ネ

ッ

ト

ネ

ッ

ト

及及及及

びびびび

関

連

団

体

関

連

団

体

関

連

団

体

関

連

団

体

のののの

行

事

行

事

行

事

行

事

◎◎◎◎

森森森森

と

せ

せ

ら

ぎ

と

せ

せ

ら

ぎ

と

せ

せ

ら

ぎ

と

せ

せ

ら

ぎ

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

灯

籠

流

し

８

月

１

８

日

（

日

）

６

時

半

～

８

時

管

理

棟

～

東

屋

周

辺

雨

天

中

止

灯

籠

キ

ッ

ト

３

０

０

円

予

約

等

７

６

６-

０

５

５

０

（

田

辺

）

◎◎◎◎

ひ

と

み

ひ

と

み

ひ

と

み

ひ

と

み

座

寄

席

座

寄

席

座

寄

席

座

寄

席

をををを

楽楽楽楽

し

む

し

む

し

む

し

む

会会会会

親

子

夏

祭

り

ひ

と

み

座

で

８

月

１

７

日

（

土

）

１

２

時

～

４

時

半

入

場

無

料

フ

ラ

、

け

ん

玉

、

素

人

落

語

な

ど

舞

台

企

画

や

出

店

あ

り

◎◎◎◎

神

庭

神

庭

神

庭

神

庭

・・・・

里

山

里

山

里

山

里

山

をををを

楽楽楽楽

し

む

し

む

し

む

し

む

会会会会

ソ

ー

メ

ン

流

し

８

月

４

日

１

４

日

（

水

）

①

草

刈

り

②

大

根

種

ま

き

２

４

日

（

土

）

草

刈

り

◎◎◎◎

井

田

山

井

田

山

井

田

山

井

田

山

・・・・

市

民

健

康

市

民

健

康

市

民

健

康

市

民

健

康

のののの

森森森森

をををを

育育育育

て

る

て

る

て

る

て

る

会会会会

井

田

山

ク

リ

ー

ン

デ

イ

８

月

１

日

（

水

）

◎◎◎◎

井

田

囃

子

保

存

会

井

田

囃

子

保

存

会

井

田

囃

子

保

存

会

井

田

囃

子

保

存

会

参

加

者

募

集

中

参

加

無

料

稽

古

毎

週

金

曜

日

７

時

～

８

時

半

井

田

神

社

◎◎◎◎

ひ

と

み

ひ

と

み

ひ

と

み

ひ

と

み

座座座座

〇

乙

女

文

楽

教

室

受

講

生

募

集

７

月

３

０

日

～

９

月

１

５

日

（

11

日

間

稽

古

）

参

加

無

料

9

月

１

５

日

発

表

会

ひ

と

み

座

〇

乙

女

文

楽

親

子

で

体

験

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ

8

月

18

日

（

日

）

10

時

～

12

時

ひ

と

み

座

地

球

地

球

地

球

地

球

のののの

平

和

平

和

平

和

平

和

をををを

守守守守

るるるる

コ

イ

ン

コ

イ

ン

コ

イ

ン

コ

イ

ン

3333

個個個個

竹

村

竹

村

竹

村

竹

村

ト

シ

ト

シ

ト

シ

ト

シ

子子子子

過

密

な

年

間

行

事

を

子

供

の

育

成

に

子

供

会

育

成

会

長

、

矢

野

暢

彦

氏

。

他

に

関

連

関

係

団

体

役

員

を

合

わ

せ

る

と

総

勢

六

十

三

名

に

な

り

ま

す

。

由

緒

あ

る

こ

の

町

会

を

住

み

よ

い

町

づ

く

り

の

為

に

町

会

一

体

と

な

り

頑

張

っ

て

頂

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

橘樹神社で行われた防災訓練の様子

橘樹神社の鳥居正面



農

村

歌

舞

伎

、

い

わ

ゆ

る

地

芝

居

の

情

報

を

調

べ

て

み

ま

す

と

、

北

海

道

か

ら

九

州

ま

で

の

各

地

に

約

百

八

十

の

団

体

や

継

続

的

な

活

動

を

行

っ

て

い

る

地

域

が

あ

り

ま

す

。

そ

の

内

、

祭

な

ど

で

子

ど

も

た

ち

の

歌

舞

伎

を

上

演

し

て

い

る

と

こ

ろ

は

三

十

以

上

あ

り

ま

す

。

（

注

）

今

年

四

月

末

か

ら

の

連

休

に

、

そ

の

一

つ

、

岐

阜

県

垂

井

町

（

東

海

道

線

垂

井

駅

下

車

）

の

子

ど

も

歌

舞

伎

の

総

稽

古

を

見

せ

て

も

ら

う

機

会

を

得

ま

し

た

。

中

、

東

、

西

の

三

町

が

そ

れ

ぞ

れ

に

異

な

る

演

目

を

、

山

車

の

上

の

舞

台

で

公

演

す

る

も

の

で

ず

。

私

が

見

せ

て

も

ら

っ

た

中

町

は

、

「

御

所

桜

堀

川

夜

討

弁

慶

上

使

の

段

」

で

し

た

。

垂

井

町

は

中

山

道

の

宿

場

町

で

、

歴

史

的

に

も

多

く

の

文

化

財

を

も

ち

、

伝

統

文

化

に

対

す

る

関

心

も

高

い

も

の

が

あ

り

、

子

ど

も

歌

舞

伎

の

稽

古

を

見

守

る

人

た

ち

の

様

子

か

ら

も

、

そ

れ

は

強

く

感

じ

ら

れ

ま

し

た

。

子

ど

も

た

ち

の

演

技

も

す

っ

か

り

身

に

つ

い

て

い

て

、

堂

々

た

る

も

の

で

し

た

。

大

人

歌

舞

伎

が

あ

っ

て

も

、

指

導

者

が

地

元

に

い

る

と

は

限

り

ま

せ

ん

。

こ

こ

は

、

か

な

り

離

れ

た

各

務

原

市

か

ら

指

導

者

を

招

い

て

い

ま

し

た

。

着

物

の

着

付

け

、

化

粧

、

演

技

や

セ

リ

フ

に

対

し

て

、

子

ど

も

に

も

し

っ

か

り

と

指

示

が

出

さ

れ

、

よ

い

指

導

者

だ

と

思

い

ま

し

た

。

終

わ

っ

て

、

着

替

え

て

帰

る

四

年

生

ぐ

ら

い

の

子

ど

も

二

人

が

、

浴

衣

に

下

駄

ば

き

な

の

で

、

「

い

つ

も

下

駄

ば

き

？

」

と

聞

い

た

ら

、

「

歌

舞

伎

の

時

だ

け

」

と

い

う

返

事

。

な

る

ほ

ど

、

こ

う

し

て

伝

統

が

受

け

継

が

れ

て

い

く

と

感

じ

た

も

の

で

し

た

。

各

地

各

地

各

地

各

地

のののの

祭祭祭祭

をををを

訪訪訪訪

ね

て

ね

て

ね

て

ね

て

子子子子

ど

も

ど

も

ど

も

ど

も

た

ち

が

た

ち

が

た

ち

が

た

ち

が

歌

舞

伎

歌

舞

伎

歌

舞

伎

歌

舞

伎

のののの

心心心心

とととと

技技技技

をををを

受受受受

けけけけ

継継継継

ぐぐぐぐ

佐

藤

佐

藤

佐

藤

佐

藤

克

明

克

明

克

明

克

明

（

注

）

川

崎

市

は

、

三

年

前

に

日

本

民

家

園

で

都

下

あ

き

る

野

市

の

地

歌

舞

伎

公

演

を

し

た

記

録

し

か

あ

り

ま

せ

ん

。

街中を行く山車の上で、子どもたちの真剣な演技

せ

せ

ら

ぎ

祭

り

の

ス

テ

ー

ジ

部

門

に

参

加

さ

せ

て

頂

い

て

お

り

ま

す

井

田

子

ど

も

囃

子

で

す

。

お

祭

り

に

は

お

囃

子

は

つ

き

も

の

で

す

が

、

本

来

祭

り

の

囃

子

は

民

俗

芸

能

の

一

つ

で

、

祭

礼

の

祭

神

輿

に

従

っ

て

山

鉾

（

や

ま

ぼ

こ

）

、

屋

台

（

や

た

い

）

、

楽

車

（

だ

ん

じ

り

）

な

ど

の

上

で

囃

す

音

楽

で

、

神

を

迎

え

る

為

の

乱

声

（

が

が

く

）

の

一

種

で

あ

っ

た

と

考

え

ら

れ

、

江

戸

時

代

に

入

っ

て

祭

礼

が

風

流

化

す

る

と

と

も

に

、

祭

り

を

に

ぎ

や

か

に

す

る

と

い

う

機

能

を

持

つ

よ

う

に

な

っ

た

よ

う

で

す

。

（

百

科

事

典

よ

り

）

井

田

子

ど

も

囃

子

は

と

い

う

と

、

も

と

も

と

井

田

囃

子

連

と

し

て

活

動

し

て

き

た

メ

ン

バ

ー

が

高

齢

化

し

、

後

継

者

が

育

つ

前

に

欠

け

て

い

き

、

囃

子

と

し

て

成

り

立

た

な

く

な

っ

て

い

た

折

、

平

成

８

年

の

祭

礼

に

子

母

口

囃

子

連

の

方

が

応

援

に

来

ら

れ

た

の

が

縁

で

、

そ

の

翌

年

か

ら

指

導

を

受

け

る

こ

と

に

話

が

進

ん

だ

と

い

う

経

緯

が

あ

り

ま

す

。

当

時

井

田

の

メ

ン

バ

ー

は

五

十

代

に

入

っ

た

頃

で

、

話

し

合

っ

た

結

果

、

小

学

生

の

希

望

者

を

募

る

こ

と

に

な

り

、

口

コ

ミ

等

で

１

年

生

か

ら

５

年

生

ま

で

十

名

余

り

で

ス

タ

ー

ト

し

ま

し

た

。子

母

口

か

ら

は

、

斉

藤

氏

、

森

氏

が

指

導

に

来

ら

れ

、

週

一

回

の

ペ

ー

ス

で

練

習

が

ス

タ

ー

井

田

子

井

田

子

井

田

子

井

田

子

ど

も

ど

も

ど

も

ど

も

囃

子

囃

子

囃

子

囃

子

に

つ

い

て

に

つ

い

て

に

つ

い

て

に

つ

い

て

井

田

囃

子

井

田

囃

子

井

田

囃

子

井

田

囃

子

保

存

会

保

存

会

保

存

会

保

存

会

田

辺

哲

夫

田

辺

哲

夫

田

辺

哲

夫

田

辺

哲

夫

ト

し

ま

し

た

が

、

現

在

は

毎

週

金

曜

日

、

井

田

神

社

で

午

後

六

時

半

～

八

時

半

の

約

2

時

間

の

練

習

を

し

て

い

ま

す

。

～～～～

シ

リ

ー

ズ

シ

リ

ー

ズ

シ

リ

ー

ズ

シ

リ

ー

ズ

地

産

地

消

地

産

地

消

地

産

地

消

地

産

地

消

～～～～

中

原

中

原

中

原

中

原

・・・・

高

津

高

津

高

津

高

津

のののの

農

家

農

家

農

家

農

家

シ

リ

ー

ズ

地

産

地

消

で

は

、

中

原

区

・

高

津

区

の

直

販

農

家

を

交

互

に

紹

介

し

て

き

ま

し

た

。

今

回

は

高

津

区

明

津

の

渡

辺

さ

ん

の

直

販

農

家

で

す

。

写

真

は

渡

辺

さ

ん

が

枝

豆

を

束

ね

て

い

る

作

業

風

景

で

す

。

木

陰

の

比

較

的

涼

し

い

場

所

で

、

ご

近

所

へ

販

売

用

の

枝

豆

を

束

ね

て

い

ま

す

。雨

が

降

ら

ず

畑

の

土

は

カ

ラ

カ

ラ

に

乾

い

て

い

ま

す

。

作

物

へ

の

水

や

り

は

以

前

は

水

路

が

あ

り

ま

し

た

が

、

今

は

埋

め

立

て

ら

れ

て

し

ま

っ

て

い

て

、

結

構

な

重

労

働

の

よ

う

で

す

。
そ

れ

で

も

写

真

上

の

よ

う

に

枝

豆

は

す

く

す

く

と

育

っ

て

い

ま

す

。

「

こ

の

あ

た

り

は

ど

ち

ら

か

と

い

う

と

粘

土

質

の

土

な

の

で

、

乾

く

と

固

く

な

っ

て

し

ま

う

と

お

し

ゃ

っ

て

い

ま

し

た

。

現

在

収

穫

し

て

い

る

野

菜

は

、

枝

豆

、

玉

ね

ぎ

、

ト

マ

ト

、

ト

ウ

モ

ロ

コ

シ

な

ど

で

、

こ

の

収

穫

の

あ

と

、

秋

冬

に

か

け

て

は

キ

ャ

ベ

ツ

、

ブ

ロ

ッ

コ

リ

ー

、

カ

リ

フ

ラ

ワ

ー

の

作

付

だ

そ

う

で

す

。

以

前

は

川

崎

の

市

場

に

出

荷

し

て

い

た

そ

う

で

す

が

、

い

ま

は

小

規

模

に

作

っ

て

お

ら

れ

る

よ

う

で

す

。

渡

辺

さ

ん

の

畑

も

他

の

都

市

型

農

家

と

同

じ

よ

う

に

、

後

継

者

で

お

困

り

の

よ

う

で

し

た

が

、

お

孫

さ

ん

が

農

家

を

継

ぐ

と

言

っ

て

い

る

と

聞

い

て

、

筆

者

は

安

心

い

た

し

ま

し

た

。

農

地

が

あ

る

こ

と

で

、

逆

に

周

辺

環

境

に

は

良

く

、

ま

た

災

害

時

に

も

安

心

で

き

る

と

い

う

「

効

果

」

は

確

か

に

あ

る

よ

う

で

す

。

筆

者

も

、

住

宅

が

密

集

し

た

中

に

、

こ

の

よ

う

な

小

規

模

で

も

畑

が

あ

る

と

な

い

と

で

は

全

く

違

う

こ

と

を

、

取

材

す

る

た

び

に

感

じ

て

い

ま

す

。是

非

残

し

て

い

き

た

い

貴

重

な

空

間

だ

と

感

じ

ま

す

。

写

真

下

は

ナ

ス

で

す

。

ナ

ス

の

紫

が

夏

の

日

差

し

に

映

え

、

輝

い

て

い

ま

し

た

。

筆

者

も

帰

り

に

早

速

枝

豆

を

一

束

２

０

０

円

で

購

入

し

ま

し

た

。

こ

の

値

段

で

は

味

わ

え

な

い

風

味

を

美

味

し

く

い

た

だ

く

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

感

謝

し

た

い

と

思

い

ま

す

。

記

事

編

集

・

本

間

渡

辺

貞

雄

さ

ん

の

直

販

所

：

高

津

区

明

津

４

７

番

地

せ

せ

ら

ぎ

せ

せ

ら

ぎ

せ

せ

ら

ぎ

せ

せ

ら

ぎ

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

で

は

で

は

で

は

で

は

、、、、

会

員

会

員

会

員

会

員

をををを

随

時

募

集

随

時

募

集

随

時

募

集

随

時

募

集

し

て

お

り

ま

す

し

て

お

り

ま

す

し

て

お

り

ま

す

し

て

お

り

ま

す

。。。。

毎

年

恒

例

と

な

っ

た

「

灯

ろ

う

流

し

や

秋

に

開

催

さ

れ

る

「

森

と

せ

せ

ら

ぎ

祭

り

な

ど

の

行

事

や

そ

の

他

こ

の

広

報

誌

づ

く

り

や

遊

歩

道

の

維

持

管

理

活

動

な

ど

、

活

動

は

多

岐

に

わ

た

り

ま

す

が

、

当

団

体

も

高

齢

化

か

ら

逃

れ

る

こ

と

は

で

き

な

い

よ

う

で

す

。

是

非

参

加

し

て

い

た

だ

き

、

快

適

な

遊

歩

道

に

し

て

ゆ

く

た

め

に

ご

協

力

く

だ

さ

い

。

詳

し

く

は

近

日

中

に

Ｈ

Ｐ

に

掲

載

い

た

し

ま

す

。

連

絡

先

・

田

辺

０

８

０-

３

４

６

１-

４

０

０

３

井田神社祭礼時、山車にて演奏


